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１Q決算のポイント>>

●前年同期比、増収増益（61億円の増収、18億円の増益）でした。
●SEセグメントは、１Qの受注が４Qを上回る高水準（491億円）となり、
想定より上振れました。この状況を受け、上期と通期を上方修正します。
●FTセグメントの受注が、3四半期連続で100億円レベルになりました。
（OLED関連の受注含む）
●B/S関連では、純有利子負債がなくなり、112億円のネットキャッシュ
ポジションになりました。
●8月5日に、JPX日経400銘柄への組み入れが決まりました。
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●対前年同期比では、１Qの売上と営業利益は、SEとFTともに増加しました。
営業利益に関しては、売上増加に加え、変動費率の改善が寄与しました。

●対前四半期比では、FTを除いて減収減益でした。
営業利益に関しては、売上が高水準だった４Qからの減収が、減益に
つながりました。
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１Qは、前期４Q比では減収減益であったものの、SEとFTの好調な業績
により、過去3期の１Qの中では、売上、営業利益、営業利益率がすべて
最高となりました。
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・1Qの全社の受注高（731億円）は、4Qに続いて高水準となりました。
・SEの受注高は、4Qの481億円を上回り、491億円と想定より上振れました。
・FTの受注高は、3四半期連続で100億円レベルになりました（OLED関連含む）。
・受注残高は、1,073億円と高水準であり、過去3年（3期）の中では最高の
四半期となりました。

以上の結果、今期の始まりとしては、好調なスタートを切ることができました。
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・対前年同期比では、１Qは、増収増益です。ファウンドリーとフラッシュ
メモリー（特に３D-NAND）が牽引しました。
・装置としては、枚葉・バッチ共に増加（特にバッチ）しました。
・地域としては、アジア（中国、台湾など）の伸びが顕著でした。

・対前四半期比では、1Qは、売上が高水準だった４Qからは減収し、
減益しました。



9

・１Qの受注高は、491億円と、4Q(481億円)をさらに上回り、500億円に
迫る高水準となりました。

・デバイス別では、5月時点の想定どおり、ファウンドリ-が強く、比率が
全体の51%に増加しました。

・２Qの受注見通しは、前期３Q並みを想定しています。
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・対前年同期比では、１Qは、減収減益です。
為替が円高に推移したことと、特殊要因としては、印刷業界最大の
展示会drupa（4年に1度の開催）前の買い控えが影響しました。
2Q以降は、売上、営業利益ともに回復を見込んでいます。

・また、プリント基板関連機器では、保守サービス会社をタイに新設
（8月1日）し、今後、需要増加が期待できる車載用基板などを視野に、
顧客対応の強化を図ってまいります。
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・対前年同期比では、１Qは、増収増益です。
・中国向けの大型パネル用装置の売上は減少しましたが、国内および台湾
向けの中小型用が増加しました。
・営業利益率は、変動費率の大幅な改善（VE効果が出ている収益性の高い
中小型装置が貢献）により、13.5％に上昇しました。

・対前四半期比の１Qでも、増収増益です。

・受注環境は好調で、3四半期連続で100億円レベル（１Q：111億円）に
なりました。２Q以降もLCDに加え、OLED関連の引き合いも続き、
堅調に推移すると見込んでいます。
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・１Qの受注高は、前期4Qに続いて100億円越え、111億円になりました。
→受注の中身は、中小型が95％弱。
→地域別では、中国が70%近くありました。
→OLED関連および新規事業案件も入っています。

・２Qの受注予想は、１Qに続いて100億円規模を予想しています（大型が
半分以上と予想）。
→OLED関連も新規事業も含まれると見ています。
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前期末（2016年3月末）との比較：
●資産合計は2,733億円。前期末比では、受取手形および売掛金や投資
有価証券が減少した一方で、現金及び預金やたな卸資産が増加したこと
などにより、32億増加しました。

●負債合計は1,564億円。前期末比では、有利子負債が減少した一方で、
仕入債務や前受金の増加などにより、66億円増加しました。

●純資産合計は1,169億円。前期末比では、親会社株主に帰属する四半期
純利益を計上した一方で、配当金の支払いや、保有株式の時価下落および
円高の影響により、その他有価証券評価差額金、為替換算調整勘定が減少
したことなどにより、33億円減少しました。

●自己資本比率は42.5％で前期末比では、1.8pt低下しましたが、2017年3月
末に向け、50％以上を目指しています。
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当第１四半期連結累計期間（2016年4月-6月）におけるキャッシュフロー
●営業活動によるキャッシュ・フロー：245億円の収入
前年同期（75億円の支出）比で、大幅改善し、リーマンショック以降、
四半期で最大の営業キャッシュ・フローとなりました。売上債権の減少、
仕入債務の増加、前受金の増加などの収入項目が、たな卸資産の増加などの
支出項目を上回ったためです。

●投資活動によるキャッシュ・フロー：9億円の支出
研究開発設備などの有形固形資産を取得しましたが、前年同期（15億円の支出）
比で支出幅は減少しました。

●財務活動によるキャッシュ・フロー：107億円の支出
社債の償還（6月）や配当金の支払いなどにより、107億円の支出となりました。
（前年同期は152億円の収入でした）

以上の結果、当第１四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結
会計年度末（2016年3月末）に比べ、110億円増加し、412億円となり、結果として、
フリーキャッシュ・フローは、235億円の高水準になりました。
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●有利子負債：317億円（前期末比：78億円減少）

●純有利子負債：▲112億円（前期末比：184億円の改善）
純有利子負債がマイナス、112億円のネットキャッシュポジションになりました。
（連結決算を始めて以来、初めてのことです）

純有利子負債は2017年3月末までには、ゼロを目標にしていましたが、想定より
前倒しで達成できました。
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●2017年3月期の業績予想
・昨今の円高状況を踏まえ、想定為替レートを見直した結果、印刷関連事業
（GP）の売上と利益が期初予想を下回る見込みとなりました。
・一方、SE事業では、足元の好調な受注状況（特に、上期のファウンドリーが好調）
から、売上と利益が想定を上回る見込みとなり、上期と通期を上方修正しました。
・なお、全社の通期予想は5月からは、変更はありません。
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